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庭畑――家のまわりの農耕――の世界
2007 年 1 月 27 日

家のまわりで行われる小規模な農耕は植物と人間との多様で密接な関係を示す重要な場と考えられる

が、これまで十分議論されているとはいいがたい。そこで本例会では異なる地域の事例報告に基づいて

考察を行った。

最初に及川洋征氏（東京農工大学大学院農学府）が「熱帯アジアのホームガーデンの比較景観学」と題

した発表を行った。農学分野ではホームガーデンに概して注意が払われてこなかったが、熱帯のホーム

ガーデンは在来型のアグロフォレストリーの代表例として注目されており、自身のインドネシア・ジャ

ワ島中部でのプカランガン（Pkarangan）とよばれるホームガーデンの様子がココヤシ砂糖づくりの映

像とともに紹介された。水田の卓越するなかで樹木に覆われたプカランガンの景観は際立っており、果

樹や緑陰樹がみられるばかりでなく、製糖に必要な燃材を調達するための薪炭林としての役割も担って

いた。続いて東南アジア島嶼部と大陸部のさまざまな事例がヤシ類を中心に概観され、最後に今後の課

題が述べられた。

次に道下雄大氏（大阪府立大学大学院農学生命科学研究科）が「日本の民家庭園における植物の多様性」

と題して発表した。照葉樹林帯にある長崎、和歌山、静岡の山村・漁村における計 240 戸の民家庭園

にみられた有用植物 164 科 946 種について検討された。原産地は日本のものが最多で（372 種、全体の

39％）、ついで地中海沿岸 120 種、日本を除く東アジア 107 種などだった。用途別では観賞用植物がもっ

とも多く（82％）、海外の例と比べてその割合が大きい。生活形では多年草がもっとも多く、全有用植

物の 49％を占め、ついで低木 21％、高木 14％であった。渡来時期では明治時代以降が 43％でもっとも

多く、ついで江戸時代の 10％であった。江戸時代と明治時代以降に渡来したものはいずれも 80％以上

が観賞用植物で、江戸時代に開花した園芸文化が時代は変わっても続いていることが示唆された。ほか

に渡来時期ごとの常在度なども検討された。

最後に佐藤靖明氏（京都大学大学院アジア・アフリカ地域研究研究科）が「主食のつくる庭畑――ウガ

ンダ中部におけるバナナと生活のかかわりから」と題し、ウガンダのブガンダ地域における人びととバ

ナナ畑の関係を検討した。この地域では居住空間がバナナ畑に組み込まれていて、女性は住居との間を

行き来しながらバナナ畑で長い時間過ごす。一筆のバナナ畑には多様な品種のバナナがみられるばかり

でなく、バナナ以外の草本や木本のさまざまな植物が観察され、その多くには薬用を中心とした利用法

が人びとに知られる。バナナ畑に対する人びとの認識では、細部にわたる経験・記憶が蓄積されていく

のも特徴である。人びとは機会あるごとに新品種を入手し、各個体の品種名と生育位置などの記憶を蓄

積していく。バナナ畑は儀礼が執り行われる主要な場であり、また豊かな生活と関連してイメージされ
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る多面的な空間でもある。

3人の発表を受けて報告者がコメントを述べた。家のまわりの土地利用には各地域に異なる特徴がみ

られるが、これらをまったく別個のものとしてでなく、つないで理解していくことをめざし、報告者の

調査するエチオピアの事例も交えて論点を整理した。また中尾佐助『花と木の文化史』の議論をふまえ

て考察を試みた。フロアーからもさまざまな感想・質問が述べられた。たとえば事例報告の行われたの

はいずれも湿潤な地域だったが、乾燥したところでは庭（garden）と畑（field）の差異がもっと顕著に

現れるのではないか、など。また、報告者も感じ、フロアーからも同様に述べられたが、庭畑という語

は住居近傍の農耕を包括的に示すものとして必ずしも用いられるわけではないため、別の用語を検討す

べきかもしれない。今後の課題であろう。いずれにしても、景観論やドメスティケーション論などさま

ざまな方向への展開が期待される。

藤本　武（人間環境大学人間環境学部）


